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は 、 Mycoplasma hominis や Mycoplasma  

































検査ならびに MRIにて 7cm を最大とする多発筋
腫を認め、GnRH アナログ（リュープロレリン
1.88mg皮下注）3コース後に TLHを行った。 







1g×2/day を投与した。術後 2 日目より、
37.7℃の発熱および腹痛と腟断端部痛があった。
症状は継続し、術後 4 日目に 38.8℃の発熱と
腹痛・腟断端部痛の悪化を認めた。CRP 13.6 


















術後 8 日目も発熱は継続、採血上 CPR 13.2 
mg/dl、WBC 9,140 /μl と CRP 優位の炎症反応
高値が続いた。ABPC/SBT への抗生剤変更での
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診断のため、腟培養検査を 2 本採取し、1 本は
当院において M.hominisを念頭において培養す
るよう検査室に依頼し、もう 1 本は M.hominis
















後 15 日 、 M.hominis と Ureaplasma 
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ま た 、 Real-time PCR 法 に て 、 同 時 に
Ureaplasma urealyticum も検出されており、
術後腹膜炎の原因菌としてはこれまでに報告は
























培養②遺伝子解析③PCRの 3つがある。(表 1) 
 















PCR 法にて再確認する場合も多い 11)。 
次に、遺伝子解析についてであるが、外部委
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time PCR 法が可能な機器であり、およそ 3 日
以内には結果が判明する。今回は、 FTD 
Urethritis plus kit®を使用しており、同キッ
トは LightCycler®96 にセットすることで 7 菌
種 (Mycoplasma hominis, Ureaplasma 
urealyticum, Chlamydia trachomatis, 
Neisseria gonorrhoeae, Mycoplasma 




Mycoplasma hominis, Ureaplasma urealyticum
それぞれの Cq score(機器が検出可能になるま
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